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1 本書は富山県小矢都市教育委員会が1986(昭和61)年度に国庫補助事業 として実施 した、小

矢都市桜町所在の桜町遺跡 (中 出地区)の調査の概要を報告するものである。

2 調査は小矢都市教育委員会主事高木場万里、同嘱託林浩明が担当した。

3 本書の作成は小矢都市教育委員会関係者の協力を得て、高木場が担当した。

4 調査の実焔については、土地所有者をはじめ地元の方々の協力を得た。厚 くお礼申し上げる。

5 出土遺物は小矢部市教育委員会が一括して保管している。
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I 遺跡の位置 と調査の経緯

1.遺跡の位置 (第 1図 )

小矢部市は富山県の西端に位置し、面積約134km2、 人口約37,000人 、南北および西の三

方を丘陵に囲まれ、東には散唇村 として知 られる砺波平野が展開する。市域は西に大きく

湾曲しながら北流する小矢部川によって東西に三分される。この小矢部川左岸から丘陵地

にかけての一帯は、県下でも有数の遺跡密集地帯を形成している。1979年度か ら実施され

1.桜町遺跡  2 田川三角山横穴群

7 屋波牧遺跡  8 屋波牧南遺跡

3 桜町横穴群  4 天狗山古墳群

第 1図  周辺の遺跡 (● 調査位置 )
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た分布調査では163ヶ 所の遺跡が確認されている。
さくらまち                                 にしなか の                     こ なで

桜町遺跡は市街地の北方約 l km、 桜町・西中野地内に所在する。北を子撫川、東を小矢

部川によって限られた低位段丘上に立地 し、面積約618,000km2、 縄文時代から近世に至る

までの長期にわたって営まれた遺跡である。周辺には、子撫川対岸の田川三角山横穴群 (2)、

背後の丘陵に桜町横穴群 (3)、 天狗山古墳群 (4)、 子撫川上流に紀文時代前期の宮中遺跡

(6)、 同じく中・後期の屋波牧遺跡 (7)、 屋波牧南遺跡 (8)等の遺跡が知られている。 ま

た、当遺跡は1980年度から国道 8号小矢部バイパス建設に伴 う発掘調査をはじめ、主要地

方道小矢部伏木港線の新設・改良に伴う調査など大小の発掘調査がそ子われ、多数の遺構・

遺物が確認されている。

2.調査の経緯

1985年秋、付近で発掘調

査をしていた調査員が遺跡

中央部北端において地魂祭

が行われていることを発見

し、住宅が建築されること

を知った。関係者 との協議

の上、翌年試掘調査 を実施

した結果、弥生時代後期か

ら、平安時代までの遺構・

遺物が存在する上層 と、紀

文時代中期の遺物が存在す

る下層が確認され、国庫補

助 を得て発掘調査 を行 うこ

とになった。調査に際して

は、上層については数地全

体 を対象 とし、下層につい

ては建物の建つ部分のみを

対象 とし、庭 となる部分に

ついては調査の対象か らは

ずすことになった。

調査区遠景
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H遺 構 と 遺 物

1.層  位 (第 2図 )

桜町遺跡では、毎年継続して実施 される国道 8号小矢部バイパス建設に伴 う調査や、遺

跡内各所で実施される調査に対応するため、遺跡全体 を覆 う南北をX軸、東西をY軸 とし

て、20mを 1ポイン トとする座標によってその位置を表わしている。本調査区は、遺跡中

央部北端にあり、X57～ 58、 Y88～ 88.6の 範囲内に位置する。しかし、調査を行 うにあた

って便宜上調査区南辺をSラ イン、東辺をEラ インとして、南東角 を基点に 2mご とに区

切 り、遺物の取 り上げおよびセクション実測の基準 とした。

標準的な層位は、表上、 I黒褐色上、 H黒灰色土、Ш黄灰色上、Ⅳ明責褐色砂あるいは

淡黒褐色砂質上、V淡茶褐色土 (やや砂質)、 Ⅵ緑灰色砂である。

遺構は黄灰色土上面で濤・ ピットなどを検出した。

遺物は表土以下責灰色上に達するまでの各層から出上しているが、特に黒褐色土からの

出土が著 しい。また調査区南辺に広がる責褐色砂、褐色砂礫、褐色砂 (あ らい)か らも多
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数の遺物が出上 しているが、細か く砕かれており、近年の攪乱を受けた可能性が考えられ

る。以上の層位から出土した遺物は、弥生時代後期から平安時代までのものがそのほとん

どを占める。

現地表下約1.1～ 1.3mに堆積する淡茶褐色土 (やや砂質)か らは、紀文時代中期の遺物

が多量に出上 した。この層は、調査区北西では30～50cmの厚さで堆積するが、南東ではし

だいに薄 くなり、かわって黒灰色粘質土あるいは淡責褐色砂質上がみられ、多少その量は減

るが遺物の出土 もみられる。なお、今回の調査では、縄文時代中期に属する遺構は検出で

きなかった。

2. 遺構 (第 4図 )

検出された遺構には、濤およびピット群があげられる。前に述べたように、遺構は黄灰

色土上面で検出できる。

溝

濤にはSD-1・ SD-2・ SD-3が ある。

SD-1 調査区南西を北西―南東方向に走行する。幅約30～ 45cm、 深さ約■～180mを

はか り、断面はU字形をなす。途中P-5。 P-33に よって切 られている。また、南東端

も水道管によって切られているが、さらに調査区外へ延びる。埋土は黒灰色上である。特

に分層はできない。少量の遺物が出土している。

SD-2 調査区南東を南西―北東方向に走行する。幅約60～ 70cm、 深さ約30cmを はか

る。断面はゆるやかに広がるV字形をなし、底面はほぼ平担である。途中水道管によって

切られるが、北東端ではその幅をやや広げ、SD-3に 続 く。埋土は上下 2層 に分けられ

るが、ともに暗灰褐色上で、上層に比べて下層には砂の混入が多い。遺物は古墳時代前期

と思われる土器 (第 5図

1・ 2)が濤中央部およ

び南西端でそれぞれまと

まって出上した。

SD-3(第 3図 )

調査区中央を北西―南

東方向に走行する。幅約

130～ 150cn、 深さ約50～

60cmを はかる。断面は大

D一一

L2750

-E

①黒灰色土
②暗灰黄色土
③暗黒灰色上
④黒灰色土 (やや粘質)

⑤早色粘質土
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きく広がったV字形をなし、底面は丸みをおびる。 ところによっては、側面が階段状をな

す。埋土は黒灰色土、暗灰責色土、暗黒灰色土、黒灰色土 (やや粘質 )、 黒色粘質上の5層 に

分けられ、暗灰責色土、暗黒灰色

土以外の各層から遺物が出土して

いる。特に濤南東半からの出上が

多く、弥生時代後期から古墳時代

前期に相当するものである (第 6

図)。 この濤は、途中P-32・ P―

12が重複 し、南東端では SD-2

と合流する。

SD-2と SD-3の 新旧関係

については、平面プランでは明確

な切 り合いはつかめなかった。し

かし、合流地点の断面の観察によ

り、その構築された時期は SD―

3が SD-2に 先行するものと考

えられる。

ビッ ト群

検出したピットは比較的大きな

ものだけで44ヶ を数える。用途の

不明なものがほとんどである。

P-1・ P-4・ P-5。 P―

33 配列に疑間は残るが、柱穴で

はないか と思われる。径約60～70

cm、 深さ約40cmを はか り、円形を

なす。 P-33以 外は全て小片では

あるが遺物の出上がみられる。

P-7 長径約 90Cm、 短径約80

cm、 深 さ約40cmを はか り、円形 を

なす。検 出 した ピッ ト群の中では

SD-1

SD-2

-6-



S10X58+
Y88

X57+
Y88

E4
第 4図 遺

-7-

E5
構

X58+
Y885



最大のものである。土師器の細片が 1片 出上している。

P-13 長径約60cm、 短径約40cm、 深さ約40cmを はか り、楕円形をなす。古墳時代前期

の上師器が 2個出上 している (第 7図 16・ 17)。

P-19 長径約40om、 短径約30cm、 深さ約23cmを はか り、隅九方形をなす。第 7図 18・

19に あげた須恵器の郭が 2個体出上している。

3.遺 物

出上 した遺物には、縄文土器・弥生土器・土師器 。須恵器・珠洲焼 。近世陶磁器・石器

・土錘などがある。

SD-2出 土土器 (第 5図 )

1,口径 16.4cm。 口縁帯に凹線文 をもつ有段 口縁の甕。胴部外面に荒いハケ調整、内面

にヘラ削を行 う。 2.口径16.2Cm。 日縁が弓なりに外反する甕。胴部内面にハケ調整を行

う。

SD-3出 土土器 (第 6図 )

3.口径13.9cm。 口縁帯に凹線文 をもつ有段口縁の甕。 4.底径 16.7cm。 外面にヘラ磨

を行い、 3ヶ の円孔をもつ。 5.底径 15Cm。 外面に丹彩を施す。 6.口径13.9Cm。 有段 口

縁の簑。磨減が激しく明確ではないが、口縁帯に凹線文をもつ可能性がある。 7.口径19

cm。 有段 口縁の簑。 8.底径13.5Cmの 器台◎外面はヘラ磨、内面はハケ調整を行 う。外面

に丹彩を施す。 9。 10.口径 15.4 cm、 13.9cmを はかる壷。内外面 にヘラ磨 を行 う。11.

口径 18.8cm。 有段 口縁の甕。内面頸部以下ヘラ削を行 う。12.口径17.4cm。 鈍い有段 口縁

の壷。頸部内面にハケ調整を行 う。13.口径12.lcm。 外反する口縁の端部が直立する小型

鉢。胴部外面にハケ調整を行 う。14.口径27.5Cm。 鈍い有段 口縁の壷。15.口 径 17cm。 く

の字状口縁の蓑。胴部外面にハケ調整を行 う。

P-13・ P-19出土土器 (第 7図 )

16・ 17.口径 15,4cm、 13cmを はかる。外反する日縁の端部がわずかに直立する。18.口

径 10。 9cm、 器高4.lcm。 19と ともに低い高台を有する。

弥生土器・土師器 (第 8・ 9図 )

20,蓋形土器、つまみ径4.8cm。 内外面に細かいヘラ磨 を行 う。21.口 径 19.6cm。 脚部に

段 をもつ器台。外面およびljTh部 内面にヘラ磨 を行 う。杯部内面に丹彩を施す。22.口径 8

cm、 器高13.2cm、 底径8.5cm。 口縁がやや内傾 し、休部に沈線をめ ぐらす。磨減 しているが

ヘラ磨 を行 うと思われる。23.底径17.8cm。 外面にヘラ磨、内面にハケ調整を行 う。 4ヶ
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の円孔をもち、外面に丹彩を施す。24.口径18.4cm。

す。25.口径6.9Cm、 器高 7 cm、 底径9.lcmの小

型器台。外面にヘラ磨、脚部内面にハケ調整を

4予 う。 26.27.口 径 15。 9cm、 19.2cmを はかる有

段口縁の甕。口縁帯に凹線文を有す。27は 胴部

外面にハケ調整、内面にヘラ削を行う。28.口

径10cm。 受部に鈍い稜をもつ器台形土器 とした

が、脚部の可能性もある。内外面にヘラ磨を行

う。29.口 径13.4cm。 大きくひらく口縁の端部が

直立するこ。口縁外面にヘラ磨き、内面および

頸部外面にハケ調整を行う。口縁外面上部に丹

彩痕がみられる。30.口径13cm。 椀形の雰部を

もつ高罫。内外面ともヘラ磨を行い、丹彩され

る。31・ 32.口径16.4cm、 18cmを はかる有段ロ

縁の甕。31は 胴部内面にヘラ削を行う。33・ 34.

有段口縁の甕。口縁段部に刻目を施

第 5図  S
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第 6図  SD-3出 土遺物
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脚部に円孔を有す器台・高杯。外

面にヘラ磨 を行 う。35.口 径 38

cm、 器高 3 3cm。 手づ くね土器。

36.口 径 12.3cm。 有段 口縁の端部

が短 く、直立するこ。胴部内面に

指頭痕がみられ、ヘラ削を行 う。

37.口 径 12cm。 口縁は内湾して立

ち上がる。38.口 径15,9cm。 くの

字状口縁の端部が大きく外反する。

胴部外面にハケ調整を行 う。39.

やや中膨みの脚部が裾で強 く屈折

する高塚。40.口 径 16Cm、 くの字

状口縁を有し、胴部外面にハケ調

整。内面にヘラ削を行 う。41・ 42.

短い脚部が裾で外反する高杯であ

る。43.基部か ら広がった脚部が

裾で外反する高1/・ である。44 口

径10.5Cm、 器高 3 4cm。 45.口 径

14cm、  器局5.lCm、  44と ともに半

球形に近い形をもつ椀である。46.

口径 13.5cm、 器高 5 cm。 外反する

口縁 をもつ椀。外面はヘラ削のあ

と荒いヘラ磨 を行 う。47～ 55は 内

面黒色土器である。47.口 径13.6

cm、 器高 5.3 cm。 半球 に近い形を

なし、口縁部外面および内面にヘ

ラ磨 きを行 う。48.口 径 17.5cm、

器高 5.3 cm。 口縁端部は外反 し、

内面に細かいヘラ磨 を行 う。49.

口径 17cm、  器高5 4cm、  口縁部は

SD-2

SD-3
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外反し、内面にヘラ磨きを施すと思われる。50.

内外面ともにヘラ磨きを行う。51.口 径17.2cm。

部の境にわずかに稜 をもつ、口縁

外面にヨヨナデ調整、内面はヘ ラ

磨 を行 う。52 口径15.5cm、 口縁

部は大きく外反する。口縁外面 ヨ

コナデ調整、内面にヘラ磨 きを行

う。53 口径 17.2cm、 口縁部はタト

反し、内面に稜をもつ、口縁外面

ヨコナデ、内面ヘ ラ磨 を行 う。

54.口 径 16cm、 口縁部は大きく外

反し、底部は平底状をなす と思わ

れる。口縁外面 ヨヨナデ、内面に

ヘラ磨 を行 う。55.口 径 13.3cm。

器高 5,l cm、 半球形に近い形をな

し、日縁端部を丸 くおさめる。器

壁は厚 い。 56.口 径 22、 外反し

た口縁の端部に面をもつ長胴甕。

胴部外面上半はタテ方向のハケ調

整のあとカキメを施 し、下半には

ヘラ削がみられる。内面はタテ方

向のハケ調整がみられる。57.口

径 19.5cm、 外反する口縁端部が先

細 りとなる。外面にハケ調整を行

う。 58 口径20.lcm、 口縁端音卜を

まるくおさめ、胴部内外面 ともに

タテ方向のハケ調整を行 う。65.

口径20.8cm。 口縁端音Ьがわずかに

屈曲して終わるもの。胴部外面に

はタテ方向のハケ調整を行 うが、

口径 19cm。 浅い椀形の邪部をもつ高杯で、

口縁端部がわずかに外反し、口縁部 と体

遺物出土状況
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部分的にヨコ方向のハケ調整が用いられる◎66.口 径27.7cmを はかる蝸。外反した日縁端

部がほぼ垂直に立ちあが り、断面は三角形をなす。口縁部はヨコナデ、胴部はカキメによ

る調整が行われる。59・ 60.高台を有する内面黒色の椀。59は 底面に螺旋状に巡る点列が

みられ、60は糸切 り痕 を残す。61～ 64.底面に糸切 り痕 を残す皿で内外面 ともにヨコナデ

調整がみられる。 口径は8 3cm、 8.7cm、 8,7cm、  10.3cmを はかる。

須恵器 (第 10図 )

67.ほぼ垂直な立ちあが りをもつ杯身口縁部、端部に段 をもつ。小片のため口径は推定

であるが、約1lcmを はかる。68.邦蓋、口径 13.7cm、 天丼部 と口縁部の境に鋭い稜をもち、

端部が内傾する。69.口 径12.2cm、 器高5.4cm、 ゃゃ内傾 した立ちあが りをもち、底部にヘ

ラ記号を有す。70～ 72.郭蓋、天丼部から内湾ざみの口縁部が続き、端部が内傾するもの、

口径 13.8cm、 14cm、 12.7cmを はかる。70は 天丼部 |こ
ハヽラキリ痕 を残す。73.口 径9 3cm、 弓

なりに内傾 した立ちあがりを有し、

体部に波状文を施す。74.口 径11.8

Cm、 扁平な天丼部をもち、比較的器

高が低い。天丼部にヘラキリ痕 を残

す。75,76.口 径は12cm、 13.3cmを

はかる。短 く内傾する立ちあが りを

もつ。77～79.平 らな天丼部をもち

端部が屈曲する堺蓋である。77は 口

径14.7cmを はか り、天丼菩b内面にナ

デ調整がみられる。78は 口径 15。 7cm

をはかる。79は 口径 18cmを 1ま かる。

87～89.平 らな天丼部をもち、端菩Ь

がわずかに下方にふ くらむ杯蓋であ

る。87は 口径11.8cmを はか り、扁平

なつまみを有す。天丼部にヘラキリ

痕 を残す。88は 口径 13cm、 89は 口径

11.7cmを はかる。90. まるい天丼菩Б

を有 し、口縁部 との境に平担面をつ

くる。天丼部の調整はかなり粗雑く
遺物出土状況



胎土も不良である。口径1lcmを はかる。80～ 83・ 91・ 92.高台を有する郭である。口径10

Cm前後の小ぶりなもの (80・ 81)、 11～ 12cm前後をはかるもの (82,91)、 14cm前後の大きな

もの (83・ 92)に わけられる。高台はいずれも低 く、81・ 82・ 91は底面にヘラキリ痕を残

すが、83・ 92は ていねいなヘラ削が施される。84～ 86・ 93、 口径12～ 13cm前後をはかる無

67     77    87
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出土地点 長さen 径 e→ 子しイ垂lCml 重さ(8) 色 調

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

E3S31

西側表採

ElS7

ElS31

ElS9

E3SlI

ElS61

EIS9

E2S8

E2S5

E6S8

3.3

2.9

4,7

4.6

4.7

59

55

51

5.9

6.5

6.3

2.2

1.9

4.3

4.8

4.6

4,7

48

50

49

56

52

08

0,7

1.2

1,75

2.0

1.4

2.0

1.8

1,7

1,9

18

14

10

71

85

90

102

116

100

91

158

125

淡黄褐色

明 褐 色

茶 褐 色

黄 禍 色

淡黄褐色

淡責禍色

黄 褐 色

淡責褐色

責 褐 色

責 褐 色

明 褐 色

高台の界である。平担な底部をもち、底面にヘラキリ痕をとどめる。85は 焼成が不良で白

灰色を呈する。94.口 径11.8cm、 底部より大きく口縁部がひらく。95.口径15cm、 器高6.4

Cm、 底径7.6Cmを はかる大きなものである。

珠洲焼

す り鉢の片口部分が 1点、甕体部の小片が 1

点、いずれも表土中より出上している。

近世陶磁器

小片が数点、表土中より出土している。

石器

縄文土器とともに、多数の石錘 。磨製石斧、

その他用途不明の石器が出上した。石錘は主な

ものを表 1お よび第12図 にあげた。

上錘

土錘は総数14点 をかぞえる。表 2お よび第11

図に主なものをあげた。小品の 1・ 2以外は、

ずん ぐりとした楕円形を呈す。

解 出土地点 長さ0→ 幅 Cn 厚さ0→ 重さ(g)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

E5S9V

E5S9V

E4S9V

E5S10V

E5S9V

E5S9V

E5S9V

E5S10V

E2S8V

E4S7V

E5S8V

E4S2V

E5S8V

E5S2V

E5S9V

36

4.0

41

45

35

45

54

6.0

7.0

7.7

7.7

85

8,3

7.9

10,5

3.0

2.2

28

36

44

37

4.2

4.8

6.3

5.6

5,9

66

5.1

7.3

8,3

18

1.4

1.3

1.0

21

14

1.1

1.3

1.5

1.6

20

24

1.5

1.8

2.6

28

30

26

24

38

39

29

69

92

100

115

192

100

162

220

表 1 石錘計測表

01□2Q Q

表 2 土錘計測表
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まとめにかえて

桜町遺跡は、かつて桜町A・ B遺跡の小規模な 2遺跡 として知 られていたものが、1979

年に小矢部市埋蔵文化財分布調査団の分布調査によって、縄文時代か ら近世に至るまでの

長期にわたる複合遺跡であり、その範囲は618,000n42に もおよぶことが確認された。翌1980

年遺跡東端から実施 された国道 8号小矢部バイパス建設に先立って開始された発掘調査で

は、1981年 に古苗代・鷲場地区で江戸時代中頃の木製品が分量に出土し、1982年小三昧前

地区で奈良時代の畦畔状遺構および掘立柱建物 6棟、1983年坂東地区で奈良時代の掘建柱

建物13棟、中世の建物跡 2棟、中世の井戸14基、1984年産田地区で 6世紀末か ら8世紀代

の分数の遺構、遺物が確認されている。さらに、西方へ向って進められている試掘調査や

今年度実施された調査においても、縄文時代か ら近世に至るまでの良好な遺物が出土して

いる。

今回の調査は、遺跡内において個人の住宅が建築されることに伴って国庫補助を得て実

施 されたものであるが、面積が約230m2と 限られた範囲であったにもかかわらず、本遺跡が

長期にわたって営まれたものであることを再確認させる分数の遺物が出土した。その多く

は縄文時代中期、弥生時代後期から平安時代にかけての上器である。

縄文時代中期の上器については、現在なお整理中であり、今回の報告では対象からはず

さざるをえなかった。現段階では紀文中期前葉の深鉢形土器 2個休分が確認されている。

弥生時代後期から古墳時代前期に含まれる土器は出土遺物中最 も多くを占める。第 5図 、

第 6図、第 7図 16・ 17、 第 8図、第 9図 43。 46に あげたものがこの時期に相当すると考え

られる。このうち、裾部が大きくひらく器台・高郭の脚部第 6図 4・ 5、 第 8図 23、 脚部

に段 を有する第 8図 21や20の蓋形土器、22、 24な どは古い様相 を示す もので、有段 口縁に

凹線文 を施す第 6図 3、 第 8図 26・ 27な ども含まれる可能性がある。古墳時代後期 とされ

るものには、第 9図 56・ 65、 第10図 77～ 85があげられ、平安時代の上器 としては、第 9図

59～ 62・ 66、 第10図87～95が あげられる。

これらの上器は、さらに細分されるべ きで、特に古墳時代前期 としたものには、第 8図

25の小型器台、30の椀形の雰部をもつ高杯、41の短い脚部が裾で屈曲する高杯、第 9図 46

の口縁部がわずかに外反する半球形の椀をそれぞれ中心 とするものにさらに細分されるべ

きであろう。また、古墳時代後期 とした土師器のほとんどは内面黒色土器であるが、第 9

-18-



図55は 第10図 74～ 76に あげた須恵器との共伴がバイパス建設に伴う桜町遺跡の調査で確認

されており、47～ 49・ 51～ 54な どよりはやや後出するものと思われる。平安時代の土師器

とした第 9図59の底部外面にみられる螺地状点列は市内日の宮遺跡、金沢市北塚 B遺跡に

類例がみられ、北塚 B遺跡では平安時代後期の年代観が与えられている。

なお、バイパス建設に伴う桜町遺跡産田地区の調査では、出土須恵器 と掘立柱建物群の時

期を三期にわけて考えられているが、今回出上の須恵器をあてはめるならば、第10図 74～

76は I期に第17図 18。 19、 第10図 77～ 95は Ш期にそれぞれ相当し、H期 とされる郭蓋内面

にかえりを有するものは今回の調査ではみいだせなかった。また、67～ 78は I期 とされた

6世紀末以前にさかのぼるものである。

以上、簡単に出土遺物の時期を述べたが、さらに細分されるべき土器について、また今

回対象外とした縄文土器について等多くの問題点が残されており、後日に機会を改めるこ

ととしてまとめにかえたい。
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